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序

埼玉県の中央部に位置する坂戸市は、近年首都圏の一角を担い急速な都市化が進み、か

つて広がっていた田園風景は一変しつつあります。住宅・都市整備公団は首都圏の住宅不

足に対応するため、坂戸市入西地区に大規模な土地区画整理事業を実施し、住宅地の供給

を図ることになりました。

坂戸市には多くの遺跡が残されています。県指定史跡の雷電塚古墳、古墳時代後期の苦

林古墳群、和同開称が出土した若葉台遺跡、県内でも最古の寺院の一つである勝呂廃寺な

どはその代表的なもので、当地が古代から栄えていたことを教えてくれます。

事業地内では古墳時代から奈良・平安時代、中世を中心とした11遺跡が発見されました。

事業に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて関係機関による協議が重ねられた結果、当事業

団が発掘調査を実施し、その記録を保存することになりました。

稲荷前遺跡はこれらの遺跡の一つで、主に古墳時代前期の方形周溝墓群と古墳時代後期

から平安時代に至る集落からなる複合遺跡です。古墳時代前期の方形周溝墓は35基発見さ

れ、当時の人々がどのように古墳文化を受容したかを知る手がかりとなるものと思われま

す。また、古墳時代から平安時代の住居跡は300軒を越し、当地の中核的な集落であったこ

とをうかがわせます。

豊富な出土遺物の中には古墳時代の鉄剣、特異な瓦当文様の小形軒丸瓦、「多磨郡男川」

と記された墨書土器など遺跡の性格を考えるうえで貴重な資料を得ることができました。

本書は稲荷前遺跡のうち、 B区と C区の成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護、学

術研究の基礎資料として、また、教育・普及の資料として広く活用していただければ幸い

です。

刊行にあたりまして、発掘調査における調整に御尽力いただきました埼玉県教育局生涯

学習部文化財保護課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまで多大な御指導、御協力

を賜りました住宅・都市整備公団、同埼玉西宅地開発事務所、坂戸市教育委員会並びに地

元関係者に厚くお礼申し上げます。

平成 6年10月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例ロ

1.本書は埼玉県坂戸市大字竹之内字稲荷前130他に所在する稲荷前遺跡のうち B・C区に関する

発掘調査報告書である。

文化庁指示通知は昭和61年 8月27日付委保第 5の988号、昭和62年 6月18日付委保第 5の801号

と昭和63年 7月7日付委保第 5の1054号である。

2. 発掘調査は住宅・都市整備公団坂戸入西地区土地区画整理事業に伴う事前調査である。埼玉県

教育局生涯学習部文化財保護課の調整のもと、住宅・都市整備公団の委託を受けた財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

3. 稲荷前遺跡の発掘調査は昭和61年 4月1日から平成元年 3月31日まで実施した。報告書作成事

業は平成 4年 4月1日から平成 6年 3月31日まで実施した。発掘調査及び整理・報告書刊行事業

の組織は 2ページに記した。

4. 本書の執筆及び編集は資料部資料整理第 1課の富田和夫が行ない、第 I章を文化財保護課、第

IV章 6-(1)を村田章人、第VI章 1-(3)と鉄剣の実測を瀧瀬芳之が分担した。土器実測の一部は山

崎えり子の協力を得た。

5. B • C区に関る図版作成、写真撮影は下記のものが行った。

図版作成及び遺物撮影 富田

発掘調査における写真撮影 村田健ニ・小野義信・中村倉司・昼問孝志・細田 勝・大 谷徹

6.本書に掲載した資料は、平成 6年度以降埼玉県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

7. 自然科学分析及び巻頭集合写真撮影については下記へ委託した。

土器胎土分析 第四紀地質研究所

巻頭土器集合写真撮影小川忠博・折原基久

8. 入西地区土地区画整理事業関係の既刊の報告書は下記のとおりである。

『金井遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第86集 1989 

『広面遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第89集 1990 

『塚の腰遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第101集 1991 

『稲荷前遺跡(A区）』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第120集 1992 

『桑原遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第121集 1992 

『中耕遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第125集 1993 

『足洗遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第136集 1994 

9. 本書の作成に際し、下記の方々から御教示・御協力を賜わった。（敬称略）

伊藤研志加藤恭朗金井塚厚志北堀彰男恋 河内昭彦 斉藤稔坂 井秀弥佐藤正知

澤 出 晃 越 篠 崎潔鈴木徳雄鳥羽政之柳楽理早川由利子平田重之渡辺



凡例

1.本書における挿図の指示は次のとおりである。

・X、Yによる座標表示は国家標準直角座標第IX系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を

表わす。

・挿図の縮尺は、住居跡1/60、カマド1/30、掘立柱建物跡1/60、方形周溝墓1/160、溝跡土層図1/80、

井戸跡1/60、土塘1/80、土器1/4、石製品1/3、鉄製品1/3を原則としたが例外もある。

・全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりである。sJ…竪穴住居跡、 SB…掘立柱建物

跡、 SR…方形周溝墓 SE …井戸跡、 SK…土墟、 SD …溝跡、 ST•••墓跡 SA…柱穴列、

SX…その他（竪穴状遺構、円形周溝状遺構他）

・遺構図中に示したドットは遺物の出土位置及び接合関係を示し、ナンバーは遺物実測図のそれ

と一致する。

・土器実測図において復元実測を行なったものは中心線を一

点鎖線、調整技法の変換点は実線で、器形の変換点は破線で

表現した。器種毎の主な表現方法は下記のとおりである。

須恵器 断面黒塗り 。図外に示した細線はヘラケズリの範

囲を、図内の矢印はヘラケズリにおけるエ具の移動方向を示

す。

土師器 断面白抜き。図中の矢印はヘラケズリの方向を示

す。彩色されたものはその範囲に網をかけて示した。

施釉陶器 断面網かけ。施釉範囲は破線で示した。

中世陶磁器類 断面白抜き 。施釉範囲に網をかけて示した。

2.遺物観察表の凡例は以下のとおりである。

` i  土師 器 ヘラケズリ

□ i 
須恵器 回転ヘラケズリ

三 ］
施釉陶器

冗 i
中世陶器

・法量の（ ）内の数値は推定値であり、単位はcmを示す。なお器高は破片の場合残存高を示す。

．胎土は土器に含まれる含有鉱物を以下の記号で示した。A石英、 B白色粒子、 C白色針状物質、

D長石、 E角閃石、 F赤色粒子、 G黒色粒子、 H雲母、 I片岩、J砂粒。

・焼成は 4ランクに分けた。A良好、 B普通、 Cやや不良、 D不良である。

・色調は『新版標準土色帖』（農林省水産技術会議事務局監修1967)に照らし最も近い色相を記し

た。彩度や明度は無視したためかなり幅のあるものである。

・残存率は 5％刻みで表わしたが、破片の場合、図で示した残存部位に対するもので必ずしも全

体に占める残存率を表示していない。

・出土位置 • その他に記載した数値は註記番号である。多数の破片が接合した場合一部を割愛し

た。（）内の数値は住居の場合は床面を、溝 ・土壊の場合は底面を基準とした遺物の高さである。

住居柱穴内のものは (-*cm)と表記した。
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図版 l 稲荷前遺跡遠景 B区第35・36号住居跡

稲荷前遺跡全景 B区第38号住居跡
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B区第11号住居跡カマド 図版23 B区第49号住居跡遺物出土状態

図版 8 B区第11号住居跡遺物出土状態 B区第50号住居跡

B区第13・14号住居跡 B区第52号住居跡

B区第15号住居跡 図版24 B区第53号住居跡

図版 9 B区第15号住居跡遺物出土状態 B区第53号住居跡遺物出土状態

B区第15号住居跡遺物出土状態 B区第54・58号住居跡

B区第15号住居跡遺物出土状態 図版25 B区第54号住居跡

図版10 B区第16号住居跡 B区第54・55号住居跡

B区第17号住居跡 B区第57・58号住居跡

B区第18・19号住居跡 図版26 B区第57号住居跡カマド
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B区第20号住居跡カマド 図版27 B区第59号住居跡カマド

図版12 B区第21号住居跡遺物出土状態 B区第60・61号住居跡

B区第22号住居跡 B区第60号住居跡カマド

B区第22号住居跡遺物出土状態 図版28 B区第62号住居跡

図版13 B区第23・24号住居跡カマド B区第62号住居跡遺物出士状態

B区第25号住居跡 B区第62号住居跡カマド

B区第25号住居跡カマド 図版29 B区第63号住居跡

図版14 B区第26号住居跡 B区第63号住居跡遺物出土状態

B区第28号住居跡 B区第64号住居跡

B区第29号住居跡 図版30 B区第67号住居跡

図版15 B区第29号住居跡遺物出土状態 B区第67号住居跡カマド

B区第29号住居跡遺物出土状態 B区第68号住居跡

B区第30号住居跡 図版31 B区第70号住居跡 2号カマド

図版16 B区第32・33号住居跡 B区第72号住居跡

B区第32号住居跡カマド B区第73号住居跡

B区第32号住居跡遺物出土状態 図版32 B区第74号住居跡

図版17 B区第33号住居跡カマド B区第74号住居跡遺物出土状態



B区第75号住居跡 図版49 B区第 1号掘立柱建物跡

図版33 B区第75号住居跡カマド B区第 3号掘立柱建物跡p3

B区第75号住居跡遺物出土状態 B区第 1号火葬墓

B区第76号住居跡 図版50 B区第 1号土塘

図版34 B区第76号住居跡カマド B区第 9号土壊

B区第76号住居跡遺物出土状態 B区第20号土塘

B区第76号住居跡遺物出土状態 B区第25号土墟

図版35 B区第76号住居跡遺物出土状態 B区第28号土墟

B区第77号住居跡 B区第29号土壊

B区第78号住居跡 B区第30号土堀

図版36 B区第78号住居跡遺物出土状態 B区第32号土堀
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B区第79号住居跡 B区第34号土堀

図版37 B区第79号住居跡 1号カマド B区第35号土堀

B区第80号住居跡 B区第36号土堀

B区第80・81号住居跡 B区第38号土堀

図版38 B区第81号住居跡カマド B区第54号土墟

B区第85号住居跡 B区第61号土墟

B区第85号住居跡カマド B区第 1号井戸跡井戸枠

図版39 B区第85号住居跡貯蔵穴 図版52 B区第 1号井戸跡遺物出土状態

B区第88号住居跡 B区第 2号井戸跡

B区第88号住居跡カマド B区第 2号井戸跡遺物出土状態

図版40 方形周溝墓群全景 B区第 5号井戸跡

B区第 1号方形周溝墓 B区第 7号井戸跡

B区第 2号方形周溝墓 B区第 8号井戸跡

図版41 B区第 2号方形周溝墓遺物出土状態 B区第10号井戸跡

B区第 3号方形周溝墓 B区第 9号溝跡遺物出土状態

B区第 4号方形周溝墓 図版53 B区第 1~3号住居跡出土遺物

図版42 B区第 4号方形周溝墓遺物出土状態 図版54 B区第 5• 6 • 8号住居跡出土遺物

B区第 5号方形周溝墓 図版55 B区第10・11・15・18・21・25・29号住居跡

B区第 5号方形周溝墓 出土遺物

図版43 B区第 5号方形周溝墓陸橋部 図版56 B区第29・32・33・39・40号住居跡出土遺物

B区第 5号方形周溝墓遺物出土状態 図版57 B区第40号住居跡出土遺物

B区第 5号方形周溝墓遺物出土状態 図版58 B区第42・43・45号住居跡出土遺物

図版44 B区第 5号方形周溝墓遺物出土状態 図版59 B区第45・46・48・49号住居跡出土遺物

B区第 6号方形周溝墓 図版60 B区第49・53・54・56号住居跡出土遺物

B区第 7号方形周溝墓 図版61 B区第57・59~62号住居跡出土遺物

図版45 B区第 7号方形周溝墓遺物出土状態 図版62 B区第62・63号住居跡出土遺物

B区第 8号方形周溝墓 図版63 B区第63~65・68号住居跡出土遺物

B区第 8号方形周溝墓遺物出土状態 図版64 B区第70~72号住居跡出土遺物

図版46 B区第 9号方形周溝墓 図版65 B区第74~78号住居跡出土遺物

B区第 9号方形周溝墓遺物出土状態 図版66 B区第78・79・81・85号住居跡出土遺物

B区第10号方形周溝墓 図版67 B区第85~88号住居跡、第 2• 4号方形周溝

図版47 B区第 8~10号方形周溝墓 墓出土遺物

B区第11号方形周溝墓 図版68 B区第 4• 5号方形周溝墓出土遺物

B区第13号方形周溝墓 図版69 B区第 5• 7号方形周溝墓出土遺物

図版48 B区第13号方形周溝墓遺物出土状態 図版70 B区第 7~10・13・15号方形周溝墓

B区第15号方形周溝墓 出土遺物

B区第15号方形周溝墓遺物出土状態 図版71 B区第 1• 2 • 5 • 6 • 12号井戸跡、



第2号火葬墓出土遺物 c区第51号住居跡カマド

図版72 B区第54・61号土墟・グリッド c区第52号住居跡

出土遺物 図版90 C区第52号住居跡カマド

小形軒丸瓦 c区第53号住居跡

図版73 小形丸瓦 c区第53号住居跡カマド

図版74 小形平瓦 図版91 C区第54号住居跡

図版75 C区第 1号住居跡 c区第54号住居跡カマド

c区第 3号住居跡 c区第55号住居跡

c区第 4• 5号住居跡 図版92 C区第55号住居跡カマド

図版76 C区第 6号住居跡 c区第56号住居跡

c区第 6号住居跡遺物出土状態 c区第59号住居跡

c区第 7号住居跡遺物出土状態 図版93 C区第60号住居跡

図版77 C区第 8号住居跡 c区第60号住居跡カマド

c区第 9・34号住居跡 c区第60号住居跡

c区第 9号住居跡遺物出土状態 図版94 C区第61号住居跡 1号カマド

図版78 C区第10号住居跡 c区第61号住居跡 2号カマド

c区第11号住居跡 c区第62号住居跡

c区第12号住居跡 図版95 C区第63号住居跡

図版79 C区第13号住居跡 c区第64号住居跡

c区第14号住居跡 c区第64号住居跡遺物出土状態

c区第15号住居跡 図版96 C区第66号住居跡

図版80 C区第15号住居跡遺物出土状態 c区第67号住居跡

c区第16号住居跡 c区第68号住居跡

c区第19号住居跡 図版97 C区第70号住居跡

図版81 c区第20号住居跡 c区第71号住居跡遺物出土状態

c区第21号住居跡 c区第71号住居跡

c区第21号住居跡カマド 図版98 C区第72号住居跡

図版82 C区第22号住居跡 c区第72号住居跡カマド

c区第23号住居跡 c区第73号住居跡

c区第23号住居跡カマド 図版99 C区第74号住居跡

図版83 C区第30・31号住居跡 c区第75号住居跡

c区第32号住居跡 c区第75号住居跡カマド

c区第33号住居跡 図版100C区第78号住居跡

図版84 C区第33号住居跡カマド c区第79号住居跡

c区第34号住居跡カマド c区第79号住居跡カマド

c区第35号住居跡 図版101C区第79号住居跡遺物出土状態

図版85 C区第36号住居跡 c区第80号住居跡

c区第38号住居跡 c区第80号住居跡遺物出土状態

c区第38号住居跡カマド 図版102C区第81号住居跡

図版86 C区第38号住居跡遺物出土状態 c区第81号住居跡カマド

c区第39号住居跡 c区第82号住居跡

c区第41号住居跡 図版103C区第85号住居跡

図版87 C区第44号住居跡 c区第86号住居跡

c区第45号住居跡 c区第86号住居跡貯蔵穴遺物出土状態

c区第45号住居跡カマド 図版104C区方形周溝墓群全景（西から東）

図版88 C区第47号住居跡 c区方形周溝墓群全景（東から西）

c区第49号住居跡 c区方形周溝墓群全景（中央から西）

c区第50号住居跡 図版105C区第 1号方形周溝墓

図版89 C区第51号住居跡 c区第 1号方形周溝墓遺物出土状態



c区第 1号方形周溝墓遣物出土状態

図版106C区第 3号方形周溝墓

c区第 4号方形周溝墓

c区第 5号方形周溝墓

図版107C区第 5号方形周溝墓遺物出土状態

c区第 5号方形周溝墓遺物出土状態

c区第 5号方形周溝墓遺物出土状態

図版108C区第 6号方形周溝墓

c区第 7号方形周溝墓

c区第 7号方形周溝墓遺物出土状態

図版109C区第 7号方形周溝墓遺物出土状態

c区第 8号方形周溝墓

c区第 8号方形周溝墓遺物出土状態

図版llOC区第 9号方形周溝墓

c区第 9号方形周溝墓遺物出土状態

c区第10号方形周溝墓

図版lllC区第10号方形周溝墓遺物出土状態

c区第l1号方形周溝墓

c区第11号方形周溝墓遺物出土状態

図版112C区第12号方形周溝墓

c区第12号方形周溝墓遺物出土状態

c区第13号方形周溝墓

図版113C区第14号方形周溝墓

c区第15号方形周溝墓

c区第16号方形周溝墓

図版l14C区第17号方形周溝墓

c区第17号方形周溝墓遺物出土状態

c区第17号方形周溝墓遺物出土状態

図版l15C区第18号方形周溝墓

c区第18号方形周溝墓遺物出土状態

c区第19号方形周溝墓

図版l16C区第 1号掘立柱建物跡

c区第 3・4号掘立柱建物跡

c区第 3号掘立柱建物跡

図版l17C区第 4号掘立柱建物跡

c区第 5号掘立柱建物跡

c区第 6号掘立柱建物跡

図版l18C区第12号掘立柱建物跡

c区第15号掘立柱建物跡

c区第16号掘立柱建物跡

図版l19C区第17号掘立柱建物跡

c区第 2号竪穴状遺構

c区第 2号竪穴状遺構遺物出土状態

図版120C区第 3号竪穴状遺構

c区第 1号円形周溝状遺構

c区第 2号円形周溝状遺構

図版121C区第 1号土壊墓検出状況

c区第 1号土塘墓遺物出土状態

c区第 1号土城墓遺物出土状態

図版122C区第 1号火葬墓

c区第 2号火葬墓

c区第 1号敷石遺構

図版123C区第 5号土堀

c区第19号土堀

c区第22号土墟

c区第30号土槻

c区第38号土堀

c区第44号土墟

c区第45号土槻

c区第48号土墟

凶版124C区第63号土横

c区第64号土堀

c区第69・70号土堀

c区第77号土壊

c区第79号土墟

c区第83号土堀

c区第92号土壊

c区第98・99号土横

図版125C区第 1号井戸跡礫出土状態

c区第 4号井戸跡

c区第 4号井戸跡遺物出土状態

c区第 8号井戸跡

c区第 9号井戸跡

c区第10号井戸跡遺物出土状態

c区第12号井戸跡

c区第13号井戸跡

図版126C区第17・18号井戸跡

c区第18号井戸跡遺物出土状態

c区第19号井戸跡

c区第20号井戸跡

c区第20号井戸跡遺物出土状態

c区第21号井戸跡

c区第23号井戸跡

c区第23号井戸跡礫出土状態

図版127C区第23号井戸跡断面

c区第24号井戸跡

c区第29号井戸跡

c区第30号井戸跡

c区第31号井戸跡

c区第 1号溝跡

c区第 2号溝跡

c区第31号溝跡

図版128C区第 3• 4 • 6号住居跡出土遺物

図版129C区第 6~9号住居跡出土遺物

図版130C区第 9• 10 • 12 • 15 • 20号住居跡

出土遺物

図版131C区第20・21・23号住居跡出土遺物

図版132C区第23・24・27・29~31・34号住居跡



出土遺物

図版133C区第35・36・38号住居跡出土遺物

図版134C区第38・41・45・49・51号住居跡

出士遺物

図版135C区第51・52・54・58・61号住居跡

出土遺物

図版136C区第61・64・65号住居跡出土遺物

図版137C区第66・68・70号住居跡出土遺物

図版138C区第70・71号住居跡出土遺物

図版139C区第72号住居跡出土遺物

図版140C区第72・75・76・78号住居跡

出土遺物

図版141C区第78・80・84~87号住居跡

出土遺物

図版142C区第 1号方形周溝墓出土遺物

図版143C区第 1号方形周溝墓出土遺物

図版144C区第 1• 2号方形周溝墓出土遺物

図版145C区第 5号方形周溝墓出土遺物

図版146C区第 5号方形周溝墓出土遺物

図版147C区第 7号方形周溝墓出上遺物

図版148C区第 7~9号方形周溝墓出土遺物

図版149C区第 9・10号方形周溝墓出土遺物

図版150C区第10~12号方形周溝墓出土遺物

図版151C区第12・17号方形周溝墓出土遺物

図版152C区第17号方形周溝墓、

第2・5・15号井戸跡出土遺物

図版153C区第10・17・21・22号井戸跡、

第28・62・63号土堀出土遺物

図版154C区第63・71• 77号土堀出土遺物、

ピット・グリッド出土遺物

図版155C区表採・瓦・中世陶器・横櫛．

玉類・紡錘車

図版156C区出土板碑

図版157B • C区出土鉄鎌．刀子・刀子柄・

U字形鋤先・帯金具

図版158C区第 1号土堀墓出土鉄剣・

兵庫鎖



I 発掘調査の概要

1 発掘調査に至る経過

首都圏における人口増加の波は著しく、全国の三分の一の人口が集中している。埼玉県ではそれ

に対応するため、住宅・都市整備公団を中心に住宅政策及び地域環境整備計画が進められている。

坂戸市入西（西部）地区については、住宅・都市整備公団により区画整理方式による宅地開発事業が

計画された。

住宅・都市整備公団では文化庁との間で取り交わされた『住宅・都市整備公団の事業施行に伴う

埋蔵文化財包蔵地の取り扱いに関する覚書』に基づき、埼玉県教育委員会へ「坂戸市入西（西部）地

区における埋蔵文化財の取り扱いについて」照会した。

県教育委員会では、埋蔵文化財遺跡地名表等に基づき、昭和56年 1月20日付け教文第918号をもっ

て次のとおり回答した。

1.文化財の所在

名 称 所在地

坂戸市 No.99 坂戸市大字堀込

柊塚古墳 字桑原157

記

種別

古墳

時期

古墳時代後期

上記の他に条里遺跡及び畑地部分に集落遺跡の存在が予想される。

2. 取り扱いについて

(1) 開発予定地内は事前の遺跡分布調査及び必要に応じて試掘調査を実施して、遺跡の所在を確

認する必要がある。

(2) 上記の結果をもとに埋蔵文化財かできるだけ現状保存できる開発計画を策定することが望ま

しい。

(3) 計画上、やむを得ず現状変更する場合は、文化財保護法第57条 3の規定により、事前に文化

庁長官あて埋蔵文化財発掘通知を提出して、記録保存のための発掘調査を実施すること。

住宅・都市整備公団と県教育委員会では開発地域内に所在する遺跡の取り扱いについて協議を重

ねた結果、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団に委託して昭和59年度から発掘調査を実施するこ

とに決定した。

文化財保護法に基づき、住宅．都市整備公団からは埋蔵文化財発掘通知、財団法人埼玉県埋蔵文

化財調査事業団からは埋蔵文化財発掘調査届が文化庁長官へ提出され、稲荷前遺跡の発掘調査は昭

和61年 4月 1日から平成元年 3月31日まで実施された。

（文化財保護課）

- 1 -



2
 

発掘調査・報告書刊行事業の組織

主体者 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（昭和61~63年度）

理事長 長井

副理事長 岩田

百瀬

常 務 理 事
兼管理部長

常 務 理 事
兼調査研究部長

管理部

管理部長

主査

主事

主事

主事

主事

主事

調査研究部

部長

副部長

副部長

第 二 課 長

第 二 課 長

主任調査員

主任調査貝

主任調査員

主任調査貝

主任調査員

調 査 員

調 査 員

調査員

調 査 員

町

早

原

関

江

岡

福

本

斉

中

小

塩

駒

昼

小

村

中

昼

富

西

細

黒

大

1
,
 

田

ー

田

野

田

野

田

庄

藤

島

川

野

宮

間

野

田

村

間

田

口

田

坂

谷

五

陽

勝

智

家次(S62・63) 

栄一

和美

美智子

浩 (S61 ・62) 

人

秀 (S63)

朗

勝

利

良

史

孝

義

健

倉

孝

和

正

禎

郎

明 (S61) 

二(S62・63)

義(S61) 

明(S62・63)

治 (S61)

祐 (S61)

博 (S62・63)

朗(S61)

次(S62・63) 

信 (S62) 

二(S61 ・62) 

司 (S61)

志 (S61 ・62) 

夫 (S63) 

純 (S63) 

勝 (S62) 

二(S61) 

徹 (S61 • 62) 

(2)整理・報告書刊行事業 （平成 4 • 5年度）
理事長 荒 井修二(H4) 

理事長 荒井 桂 (H5) 

副理事長 早 川 智明(H4) 

副理事長 富田真也(H5) 

専務理 事 横川好富(H5) 

塁虐晶喜 倉持悦夫(H4) 

常務理事
兼管理部長

理事兼
調査部長

理事兼
調査部長

管理部

庶務課 長

主査

主事

経理課長

主任

主事

主事

主事

資料部

部長

部長

副部長兼
資科整理第一課長

副部長兼
資科整理第一課長

主任調査員

柴

栗

中

萩

贄

菊

関

江

長

福

腰

ヽ

中
I
J

増

谷

崎

原

島

原

田

池

野

田

滝

田

塚

島

川

田

井

光

文

利

和

利

良

逸

生(H5) 

蔵 (H4) 

治 (H5) 

夫

清

久

美

子

美

二

智

栄

和

美

昭

雄

治(H4) 

祐 (H5) 

朗 (H4) 

彪 (H5) 

富 田 和 夫
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発掘調査・報告書作成の経過

稲荷前遺跡の調査は昭和61年 4月から平成元年 3月31日までの 3ヶ年にわたって実施された。調

査対象面積は48,OOOm叶こ及ぶ。遺跡内は谷地形により大きく 4地点に分かれそれぞれA~D区と呼

称した。 A区は昭和61年度と昭和63年度に、 B区は昭和61• 62年度、 c区は62年度、 D区は61年度

に調査を行なった（但し、 D区は整理段階でA区に含めた）。調査は多年度に及び検出された遺構数

も膨大であるため細かい経過は省略し、本書に関る B・C区の調査経過の概要を年度毎に記すこと

とにする。

発掘調査

昭和61年度

明した。 11月、

10月、B区の遺構確認に着手する。方形周溝墓と古代の住居跡が存在することが判

B区西端部から調査を開始する。住居跡は奈良時代から平安時代のもので、遺存状

- 2 -



態はかなり悪い。周溝墓は冬場にも拘らず水が涌き、調査は難航した。第 5号方形周溝墓は北側周

溝の中央部をプリッジ状に掘り残し、前方後方形周溝墓の一種と考えることもできる特殊なタイプ

であった。 3月までに住居跡20軒、方形周溝墓 7基、溝跡 5条、井戸跡 5基等の調査を終了した。

昭和62年度 4月、調査員を 5名に増強して、 B区・ C区の調査を平行して進めた。B区では方

形周溝墓が16基、住居跡が80軒を超えることが確認され、急ピッチで調査を進めた。本年度調査さ

れた周溝墓は遺存状態の悪いものが多く、出土遺物も比較的少なかった。住居跡は新たに古墳時代

前期のものも確認された。調査区中央部から東寄りにかけて激しく重複した状態で検出され、新旧

関係の確認が難しいものもかなり存在した。 C区では方形周溝墓が19基と80軒を超える住居跡、中

世の堀等多数の遺構が確認された。周溝墓は大型のものが多いうえに湧水が激しく、調査は難渋し

た。第 1号土横墓からは鉄剣が出土し、方形周溝墓との関連の有無についても慎重に調査を進めた。

9月までに住居跡50軒、周溝墓16基他の調査を終了した。 11月、調査がある程度進展したため一般

市民を対象にした現地説明会を開催した。当日は300名を超える多数の人々が米跡し、調査員の説明

に熱心に耳を傾けていた。 3月までに B区では住居跡89軒、方形周溝墓16基等、 C区では住居跡87

軒、方形周溝墓19基を始め、多数の遺構の調査を終了した。

整理・報告書作成事業

平成 4年度 稲荷前遺跡B・C区の整理に着手。 4月から10月、遺物接合と図面整理、遺物実測

を並行して進める。 11月以降、遺物復元・遺物実測・トレース、各遺構図の作成と仮版組、 トレー

スを開始する。

平成 5年度 5月～ 8月各遺構図の作成と遺物実測終了。版組を開始する。 9月～ 1月、遺物版

組と遺構原稿の執筆を行なう。 2~ 3月、遺物写真撮影と割付け・編集作業。

平成 6年度 6月印刷業者決定。 7~10月校正・報告書の刊行。

4 発掘調査の方法

発掘調査はA・B・C区と各地区単位

に行なったため、遺構番号は地点毎に附

した。また地点の呼称方法は遺跡全体を

包含する12mグリッドを切り、北西隅を

起点に南北にA・B・C…、東西に 1.

2 • 3…とし交差する位置を、例えばG

-5区と呼称した。 12m方眼内の分割は 3

mX3mを小区画とし a • b • c・・・と表

わした。遺物の取り上げ方法は基本的に

遺構単位とした。可能な限りドット処理

を行い、水平位置、および垂直位置を数

値で残す方向で進めた。

7
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』 3m- 12 m ` 

J
 

k
 

9 119 

a b C d 

e f g h 

l J k | 

m n 

゜
p 

第 1図 グリッドの名称と分割

-3-



II 立地と環境

立地

稲荷前遺跡は埼玉県坂戸市大字竹之内に所在する。位置的には東武東上線北坂戸駅の西約 3km、

越辺川を臨む毛呂台地の北東部先端の低台地上に立地し、標高約31mを測る。遺跡北側には越辺川

によって形成された後背湿地（沖積地）が広かり、肥沃な水田地帯を形成している。水田面との比高

差は1.0~1.5m程である。遺跡の立地する毛呂台地は広義の入間台地に含まれ西側は毛呂山丘陵を

経て外秩父山地に続き、北側は越辺川を挟んで岩殿丘陵と対峙する。東側 と南側は高麗川に画され

それぞれ坂戸台地、入間台地に移行する。この毛呂台地は越辺川、高麗川を始め、台地内を貫流す

る葛川等の中小河川とその支流の侵蝕を受け、起伏に富んだ複雑な地形を形成している。一方、高

麗川以東の坂戸台地は毛呂台地と対照的に比較的平坦な扇状地性地形が広がり 、勝呂廃寺、若葉台

遺跡はこの台地上に形成されている。毛呂台地と坂戸台地を取り巻くように広がる広大な沖積地は

越辺川とその支流たる高麗川 ・葛川 ・飯盛川等の小河川により形成されたもので、本遺跡も含めた

越辺川右岸に形成された遺跡群成立の母胎であると言えよう。

周辺遺跡の概観

先ず、坂戸入西地区土地区画整理事業地内に位置する遺跡群の様相を概観しておきたい。当事業

地内は越辺川中流域右岸にあたり、稲荷前遺跡の他に塚の越遺跡、棚田遺跡、田島遺跡、 桑原遺跡

(A・ B区）、広面A遺跡、広面B遺跡、中耕遺跡、金井遺跡(A・ B区）、足洗遺跡が所在する。稲

荷前遺跡は古墳時代前期の周溝墓群と古墳時代後期～平安時代の集落、塚の越遺跡は前方後円墳と

古墳時代後期～平安時代の集落、棚田遺跡は古墳時代後期初頭の集落、田島遺跡は古墳時代後期～平

安時代の集落、桑原A遺跡は古墳時代後期初頭の集落と平安時代の集落、桑原B遺跡は古墳時代後

第 2図 埼玉県の地形区分
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第 3図 事業地内の遺跡分布
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期と推定される水田状遺構、広面遺跡は弥生時代終末期～古墳時代初頭の周溝墓群、中耕遺跡は同

時期の集落と周溝墓群、金井遺跡は古墳時代後期～奈良時代の集落、金井遺跡B区は古墳時代後期

～平安時代の集落と中世の鋳造遺跡、足洗遺跡は古墳時代後期～平安時代の集落である。

これらの遺跡群は立地面から大きく 4つに分けられ、稲荷前遺跡よりも一段高い高燥な台地上に

位置する塚の越・金井遺跡B区、沖積低地に面した低台地上に立地する稲荷前・田島・桑原・金井

遺跡A区・足洗遺跡、沖積面下に埋没したローム台地上に立地する広面・中耕遺跡、水田下の沖積

地に立地する棚田遺跡である。こうした立地上の差異は遺跡形成の時期的な相違をも微妙に反映し

ていることが次第に解ってきた。すなわち、最も低位な現水田下に位置する棚田・中耕・広面B遺

跡には 7 世紀以降集落は形成されず、沖積地に面した稲荷前・桑原A ・金井B ・足洗•田島・塚の

越遺跡といった台地部に集落域か限定される傾向が認められる。恐らく、古墳時代後期を画期とす

るこうした集落の高位面への移動という背景には第一義的には河川の氾濫による堆積作用が挙げら

れるが、それとともに可耕地の拡大を意図した積極的な水田開発があったものと推測される。現に

桑原遺跡北側の沖積面には 7世紀頃と推定される水田状遺構が検出され（桑原B遺跡）、 6世紀前半

代と推定される棚田遺跡の消滅後、さほどの期間を経ないで水田化された状況を読み取ることがで

きる。棚田・桑原B両遺跡はこの地に形成されたとされる「入西条里J水田推定域内の一角に位置

し、入西条里の施行時期を検討する際の貴重な情報を提供しているといえる。入西条里の施工時期

を巡る問題はひとまず置くにしても、稲荷前遺跡が古墳時代後期～平安時代まで連綿と継続し得た

背景には、条里推定地内の水田経営を想定せざるを得ないであろう。

さて、周辺地域を含めた歴史的環境に目を転じてみよう。各時代の主な遺跡や歴史的環境に関し

ては既に「金井遺跡」（昼間1989)、「広面遺跡」（村田1990)、「塚の越遺跡」（昼間1991)、「中耕遺跡」

（杉崎1993)の各報告書によって網羅的に詳述されており、また稲荷前遺跡A区の報告の中でも古代

入間・高麗郡の遺跡様相に関して概観した（富田1992)。本稿では稲荷前遺跡B・C区の存続期間で

ある古墳時代前期と古墳時代後期（鬼高期）～奈良・平安時代の遺跡様相について概括するに留めた

Vヽ。

弥生時代終末～古墳時代前期に関る遺跡は入西遺跡群のなかでは中耕遺跡、広面遺跡がある。坂

戸市内では長尚遺跡（住居跡11軒）、 勇福寺遺跡（方形周溝墓 5基）、附島遺跡（方形周溝墓 2基）、木

140閂 S' 、N

120 
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80 

棚

田

60 

40 

30 

第4図地形断面模式図
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第 5図周辺の遺跡分布
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曽免遺跡（住居跡 5軒）が本遺跡と同様に越辺川右岸の沖積地に面した低台地先端部に形成されてい

る。また、越辺川支流の高麗川右岸には宮裏遺跡（住居跡11軒 ・周溝墓 9基以上）、谷治川左岸には

石井前原遺跡（住居跡 6軒）が存在し、台地先端からは奥まった位置に占地する。坂戸台地南部の大

谷川南岸には上谷遺跡、金山遺跡、北岸には高窪遺跡（住居跡 8軒）、小畔川流域には登戸遺跡、霞

ヶ関遺跡が存在する。何れも台地先端部付近に立地している。また、弥生時代終末段階の遺跡には

坂戸市新しき村遺跡で吉ヶ谷式土器、 川越市鶴ヶ丘遺跡では前野町式土器と吉ヶ谷系土器が検出さ

れ、吉ヶ谷文化圏と南関東文化園の錯綜した状況が窺える。

附島遺跡、勇福寺遺跡、宮裏遺跡では方形周溝墓が検出されているが、当地域の伝統的な形態で

ある四隅切れタイプのものは影を潜め、全周形系統に変化している。器種組成をみると、小形器台、

小形紺、東海系の高坪、いわゆる二重口縁壺など非在地系土器群が器種組成に参画すること、また

煮沸形態として南関東系の台付甕が一般化するなど墓制から器種組成、あるいは住居形態に至るま

で弥生時代的様相が大きく変化した段階といえる。入間北部から比企郡にかけて主体的に分布した

弥生時代後期の吉ヶ谷式土器はほとんど消滅している。

越辺川左岸の比企丘陵では、五領式土器のタイプサイトである五領遺跡が挙げられる。畿内・北

陸・東海各地域の強い影響を受けた土器群が見られ、本地域の中核的集落と考えられる。番清水遺

跡では大型方形周溝墓が単独で検出されている。下道添遺跡は弥生時代終末段階～古墳時代初頭の

集落と前方後方形周溝墓を含む周溝墓が13基検出された。また、高坂丘陵では吉ヶ谷式土器に台付

甕や小形器台を伴った根平遺跡、前野町式的な装飾壺をもつ桜山遺跡、吉ヶ谷式土器を主体とする

住居と前野町式土器を主体とする住居の双方が存在する代正寺・大西遺跡など遺跡様相は様々で、

弥生時代から古墳時代に転換する段階の複雑な様相を凝縮しているかのようである。

次に古墳時代後期以降の遺跡分布を概観すると、古代入間郡及び高麗郡域には中核となる集落群

が幾つか抽出される。例えばA稲荷前遺跡周辺、 B勝呂廃寺周辺、 C若葉台・山田・脚折遺跡群、

D霞ヶ関・河越館跡内遺跡、 E日高市若宮遺跡周辺、 F飯能市張摩久保遺跡周辺、 G狭山市宮の越

遺跡から宮地遺跡までの集落群、 H揚櫨木遺跡周辺、 1東の上遺跡周辺、J荒川右岸地域の富士見

市、上福岡市周辺地域である。

これらの集落群の時期的消長を大掴みにみると、 A・Bの地域は 7世紀以降10世紀に至るまで遺

跡がほぼ継続する長期継続型の集落群である。その背景には越辺川右岸の広大な可耕地の存在が大

きく、それを生産基盤とした相対的に安定した集落群といえる。特に Bの地域では 7世紀後半段階

で勝呂廃寺を造立し得た有力な勢力が成長していたことが窺え、入間郡内でも屈指の遺跡群といえ

よう。

D • I • Jの地域は 7世紀代から集落形成はなされるが、集落規模や集落数が増加するのは 8世

紀以降のようである。対して C・E・F・Gの地域は古墳時代後期の遺跡がほとんどないか、あっ

ても一定の断絶期間を挟んで8世紀前半頃新たに集落が形成されたと推定される。若葉台を中核と

する Cの遺跡群は可耕地からもかなり隔たった内陸部に位置すること、和同開珍や奈良三彩、最近

では漆紙文書が発見されるなど、直接生産に携わった集落というよりも、別の目的をもって政治的

に成立せしめられた遺跡の可能性があろう。 Eの遺跡群に抱摂される光山遺跡群では集落の形成時
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期が 7世紀中葉前後まで遡ることが明らかとなった。以後 8世紀後半段階まで集落は連続するよう

である（註 1）。この遺跡群は高麗建郡との関りのなかで捉えられてきたが、光山遺跡群と同様なあ

り方が他の高麗郡推定地内の遺跡でも認められるのか、今後慎重に見極める必要がありそうである。

逆にそれによって同遺跡群の位置付けも決まってくるものであろう。何れにせよ入間郡と高麗郡の

遺跡様相を理解するに当たって鍵を握る遺跡の一つである。

一方坂戸市上谷遺跡や川越市上組 I• II遺跡、越辺川の対岸にある舞台遺跡等のように古墳時代

後期(6 • 7世紀）に営まれた大集落が律令期には断絶するか極端に勢力を弱めてしまう例もみられ、

律令期形成段階の杜会的変動の大きさを物語っている。先に摘出した集落群が古代入間郡 ・高麗郡

を構成する郷の中心的な位置を占めていたことは疑いない。当然文献に記されている古代入間郡に

おける郷名と遺跡群の対比という作業も射程に入るが、郡域が未確定な状況下では、比企郡域を含

めた遺跡内容の吟味や土器様相の相互比較などまず検討すべき課題が山積している。

最近の調査で注目を集めた遺跡としては川越市八幡前・若宮遺跡がある。 8世紀初頭前後の土師

器皿に「騨長」と記された墨書が残されていた。所沢市東の上遺跡で確認された武蔵国府から上野に

至る古代東山道武蔵路の推定ルート沿いにあたり、騨家との関連性が指摘されている。調査では関

連する遺構は検出されていない。また、同遺跡から数百メートル隔てて位置する東下川原遺跡では、

8世紀初頭を前後する段階の多量の土師器が集積した遺構が調査された。いわゆる土師窯及至、そ

れに関連する施設の可能性があり、比企型杯衰退後の土師器生産を考える際に無視できない遺跡と

いえる（註 2)。両遺跡は霞ヶ関遺跡とも至近距離にあり、相互に有機的な関係をもつものと考えら

れる。

須恵器窯跡は稲荷前遺跡対岸の比企丘陵を主要な舞台として、 6世紀代から断続的に操業されて

いる。 7世紀代の窯跡は根平、小用、舞台遺跡で検出されているが、いずれも個性の強い土器群で

系統的な連続性は追えないようである。 8世紀になると南比企窯跡群の中核である鳩山窯跡群の生

産が開始され、以後10世紀初頭前後まで安定的な生産体制が維持されたことが判明している。また、

最近では国分寺瓦窯で知られる赤沼支群から 7世紀代に遡る可能性をもつ須恵器窯（石田窯）が調査

された。 7世紀後半段階の立野遺跡、 8世紀初頭頃の山下 6号窯との関係を窺う資料としても注目

される（註 3)。周辺地区では坂戸台地南端の平谷窯跡が発見されているが、 7世紀代の単独窯で継

続的な操業は行われなかったものと推定される。

また、鳩山窯跡群のエ人集落では小鍛冶遺構が発見され、須恵器工人が鉄生産にも関与していた

可能性が指摘されている。鉄生産に関 して言えば、最近大井町東台遺跡から 8世紀代に遡る製鉄遺

跡が発見された。調査によって炭焼き窯を伴う製錬炉が数基発掘され大規模な生産体制であ ったこ

とが判明した。入間郡内の製鉄遺跡としては最初の例であるばかりか、県内の製鉄遺跡としても最

古段階に位置付けられるもので注目される遺跡である。

註1 昨年度当事業団で整理を実施した。

註2 鶴ヶ島市遺跡調査会で整理中。早川由利子女史のご厚意で実見させていただいた。

註3 渡辺ー氏のご教示による。
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第 5図 掲 載 遺 跡 一 覧

l 稲荷前 28 出雲伊波比神社 54 登戸 82 西原古墳群

2 塚の越 29 越生五領 55 河越館跡内・龍光他 83 胄塚古墳

3 棚田 30 新しき村 56 霰ヶ関 84 附川

4 桑原 31 花影 57 八幡前・若宮 85 鳩山窯跡群

5 田島 32 芦山 58 東下川原 86 沢ロ

6 広面B 33 相撲場 59 鶴ヶ丘 87 岩鼻

7 広面A 34 金内山 60 上組 I• II 88 観音寺

8 中耕 35 新山古墳群 61 登野山 89 かぶと塚古墳

9 金井A 36 山田 62 光山 90 山の根古墳

10 金井B 37 若葉台 63 新宿 91 五領

11 足洗 38 宮裏 64 女影廃寺・若宮 92 番清水

12 北浦西峰（古墳群） 39 勇福寺 65 大寺廃寺 93 山王裏・中原

13 長岡 40 勝呂廃寺 ・ 66 高岡廃寺 94 野本将軍塚古墳

14 稲荷森 勝呂遺跡群 67 張摩久保 95 下道添

15 三福寺古墳群 41 石井前原 68 旭原 96 古凍・根岸裏

16 善能寺古墳群 42 附島 69 宮ノ越 97 根岸稲荷神社古墳

17 苦林古墳群 43 明泉 70 城ノ越 98 諏訪山古墳群

18 大河原遺跡（古墳群） 44 青木堀ノ内 71 小山ノ上 99 代正寺・大西

19 成願寺古墳群・ 45 住吉中学校 72 今宿 100 舞台

若宮遺跡 46 宮町 73 宮地 101 桜山

20 神明台 47 清進場 74 東金子窯跡群 102 根平

21 明神台 48 駒方 75 仙波 103 緑山

22 川角古墳群 49 小沼堀ノ内・ 76 南大塚古墳群 104 駒堀

23 西戸古墳群 牛塚山古墳群 77 揚櫨木 105 立野

24 西戸丸山窯跡 50 木曽免 78 滝・祇園 106 脚折遺跡群

25 小用窯跡 51 丸山 79 稲荷山公園古墳群 107 羽折

26 小用廃寺 52 高窪 80 寺谷

27 伴六 53 上谷・金山 81 羽尾
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III 遺跡の概観

稲荷前遺跡は入西遺跡群の西端に位置する。調査区は東西500m、南北250mの広かりをもち調査

面積は48,000m'に及ぶ。遺跡は西側の調査区域外にも連続し、竹之内の集落を経ておそらく谷を隔

てた長岡遺跡と隣接するものと推定される。地形的には北側に広がる沖積低地に面した低ローム台

地先端に位置し、南側は塚の越遺跡、東側は田島遺跡 ・桑原遺跡、 北側は棚田遺跡か隣接する。

調査区は浅い谷状地形により A~C区に区分される。遺跡全体にわたって古墳時代後期から奈

良•平安時代の集落と中世遺構が全面に展開する他、 B·C 区では古墳時代前期の集落と方形周溝

墓群が帯状に累々と営まれていた。検出された遺構の内訳は以下のとおりである。

A区竪穴住居跡135軒、掘立柱建物跡52棟、井戸跡46基、溝跡39条、土横296基、ピット 756基、竪

穴状遺構 5基、小鍛冶遺構 l基、火葬墓 1基

B区 竪穴住居跡89軒、掘立柱建物跡 6棟、井戸跡14基、溝跡12条、土壊59基、方形周溝墓16基、

火葬墓 2基、ピット群

c区 竪穴住居跡87軒、掘立柱建物跡11棟、井戸跡30基、溝跡30条、土堀115基、方形周溝墓19基、

竪穴状遺構 5基、敷石遺構 2碁、土渡墓 1基、火葬墓 2基、ピット群

このほか B区と C区を分かつ谷部には須恵器を多量に含む包含層が形成されていた（扱いは B区

包含層とした）。合計すると竪穴住居跡311軒、掘立柱建物跡69棟、井戸跡90基、溝跡81条、土壊470

基、方形周溝墓35基、土壊墓 1基、火葬墓 5基、竪穴状遺構10基、小鍛冶遺構 1基、敷石遺構 2基

のほか、多数のピット群と遺物包含層が検出されたことになる。

A区は調査区南西部にあたり、 7世紀中葉から10世紀初頭頃までに営まれた135軒の住居跡ほかが

検出された。第 1号住居跡からは円面硯が 1点、第 1号井戸跡からは 2点の墨書土器が発見された。

墨書土器のうち 1点は須恵器蓋で「多磨郡男川」、「□（大力）里郡」、「口尺本」等と記されている。

他の 1点は須恵器坪の底部に「多力」と記されている。武蔵国の郡名が複数記載されており注目に

値する資料といえよう。

掘立柱建物跡は52棟検出された。出土遺物から 7世紀代と推定されるものも発見された (SBl4・ 

15)。また 8• 9世紀代の建物も特に第 I• II群では配置にかなり規格性が認められる例、 3 X 3間

の総柱建物の周囲に 3面乃至 4面の庇を設けた大規模な建物が検出されている。その他、中世と推

定される建物群も併存するため時期的な弁別作業は困難なものも多く認められた。

出土遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、青磁、瀬戸美濃系陶器、在地産陶器、瓦類、

鉄器、青銅器、木製品、石製品、瓦塔、士製品等が検出された。

B区は調査区北西部にあたる。東西に入り込む浅い谷により A区と区画され、南北に抜けるやや

深い谷により C区と区分される。調査区北側は未調査区の墓地を介して沖積地と接する。標高は約

30~31m。古墳時代前期の遺構は住居跡 4軒、方形周溝墓16基が検出された。周溝墓は調査区でも

北側の台地縁辺部に帯状に構築され、第 5号周溝墓は北溝中央部に陸橋部が残されていた。四隅切

れの周溝墓が少なく、全周形系統のそれが主体となる。集落は周溝墓と直接切り合うことはなく、

台地内陸部に立地する傾向が認められる。
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古墳時代後期～平安時代の住居跡は85軒検出された。 6世紀前半頃の住居跡が 1軒、その後断絶

期間を経て、 6世紀末～ 7世紀初頭に再び集落域となる。以後10世紀代に至るまでほぼ継続して集

落が営まれていた。集落は調査区のほぼ全面に展開するが、中央から東側にかけて激しく重複して

いた。掘立柱建物跡もそれに加わり、遺構の把握はかなり困難な状況であった。

出土遺物は土師器、須恵器を主体とする。特筆されるものとしては小形瓦が挙げられる。稲荷前

タイプとして設定できるもので、通常の瓦に比して小形である。瓦当文様も特殊で類例がないもの

である。出土数は100点を超え、おそら〈調査区内またはその周辺部に瓦葺きの建物が存在したもの

と推定される。

中世の遺構は溝•井戸などが検出され、凡そ13~15世紀にかけて集落域として使用されたものと

考えられる。特に西域の第 3号溝周辺は屋敷の区画溝の可能性がある。

c区は調査区北東部にあたり、北側に棚田遺跡、東側に田島遺跡が隣接する。標高は29~30mで

ある。基本的な遺跡様相は B区と同様であり、古墳時代前期の集落と周溝墓群、古墳時代後期から

平安時代の集落、そして中世の遺構群によって構成されている。周溝墓は B区同様、北側の台地縁

辺部を中心に展開していた。 B区に比べると四隅切れ周溝墓が相対的に多い点が指摘できる。ほぼ

同時期の集落は15軒検出された。一部は周溝墓とも切り合い、調査の結果、住居跡の方が古いこと

が確認された。基本的には集落域から墓域に転化したものと捉えられるが全ての住居が周溝墓より

も古い段階に留まるかどうかは検討を要する事項である。また、土渡墓からはぼ完形の鉄剣が一振

出土した。長剣に分類されるもので、出土状態から土壊墓に伴う副葬品と考えられる。時期を特定

することは難しいが、おそらく 5世紀代のものと推定される。

古墳時代後期～平安時代の住居跡は73軒検出された。調査区の全域に営まれ、重複する例も多い。

特に羽釜を伴う住居跡と思われる遺構が検出されたことは集落の下限を示す新たな知見である。

中世の遺構は井戸跡と溝跡が主なものである。溝跡には大きく 3つの区画溝が認められ、屋敷を

区画する堀的な機能を果たしたものと推定される。井戸跡からは鎌倉時代末期から室町時代にかけ

ての青磁、瀬戸美濃系陶器、常滑焼の甕、在地産の軟質陶器類の他、板碑片、石臼などが検出され

た。該期の建物は 6棟確認された。いずれも屋敷推定地外にあり時期的な相違があるのかもしれな

vヽ
゜
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IV B区の遺構と遺物

1 B区の概観

B区で検出された遺構は古墳時代前期の住居跡 4軒、方形周溝墓16基、土壊 2基、古墳時代後期

～平安時代の住居跡85軒、掘立柱建物跡 9棟、井戸跡 5基、土塘32基、中世以降の遺構としては掘

立柱建物跡 6棟、井戸跡12基、土塘11基、溝跡15条がある。

古墳時代前期の周溝墓は調査区北側の台地縁辺部に分布している。四隅切れと思われるものが 1

基、その他は全周形または一部に陸橋を有するタイプである。特に第 5号方形周溝墓は北溝中央に

幅の狭い陸橋部が形成されており、前方後方形周溝墓の亜型とも捉えられるものである。周溝墓数

に比して住居跡は少なく 4軒に留まる。周溝墓との直接的な切り合い関係はなく、台地縁辺から奥
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部に立地する。

古墳時代後期～平安時代の住居跡は調査区全域に広がっているが、特に台地中央部の平坦地に集

中して構築されていた。 6世紀初頭前後の住居跡が 1軒検出されたほかは、 6世紀末以降の住居跡

群で10世紀初頭前後まで継続する。掘立柱建物跡は 9棟検出され、第 2号掘立柱建物跡は 5X 3間

と大型である。また、 B区からは小形の瓦が多量に検出され、周辺に瓦葺き建物が存在した可能性

がある。出土状況から 9世紀後半以前に機能していた可能性もある。また、 B区東端の谷部には 8

世紀から 9世紀代の須恵器を含む遺物包含層が形成されていた。

中・近世の遺構は溝跡、井戸跡、掘立柱建物跡などが検出された。溝跡のうち、調査区西側の第

3号溝跡を中心とする一群は「コ」の字形に巡り、中世の屋敷地を区画する溝と推定される。その他、

遺構そのものは検出されなかったが縄文時代の土器と石器、弥生時代の土器が少量検出された。
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2 古墳時代前期の遺構と遺物

(1) 住居跡

第 1号住居跡（第 9図）

C•D-9 ・ 10区に位置し、北側に第 9 • 10号方形周溝墓が近接する。第53号住居跡に南壁を切られ

ているが、本住居の方が深いために規模は確定できる。形態は隅丸長方形を呈し、規模は長軸5.46

m、短軸5.06m、深さ24cmを測る。主軸方位はN-22°-Wを示す。

床面はほぼ平坦である。火災により焼失した住居跡と考えられ、床面には炭化材片が散在し、覆

土中層以下、特に第 3層には焼土と炭化物が多く含まれていた。覆土上層には部分的に土層の乱れ

があり（第 6層）、住居埋没後に攪乱を受けた様相が窺える。

炉跡は住居中央やや北寄りに設けられる。形態は楕円形で、規模は長径54cm、短径34cmを測る。

底面が皿状に凹む地床炉で、南側には棒状礫を 2個配した炉石が埋設されていた。

ピットは10本検出された。このうち、P1~P 虐主柱穴に相当するものと考えたが、 P がいは南

壁に寄った位置にあり、深度が浅いことから疑問がないわけではない。P5~p7は伴う可能性がある

が、何れも深度が浅いため柱穴としての機能には疑問符がつく 。P 8~P迅こついては後世の掘り込

みと考えられる。貯蔵穴、壁溝は確認されなかった。

出土遺物は少なく、壺、台付甕、高坪が床面、または覆土でも中層以下から出土した（第10図 l

~10)。ロクロ整形の土師質土器（第11図11)と瓦(12~23)は床から20cm前後浮いた位置から出土した

ものが多く、直接遺構に伴うものではない。一部床面の高さから出土しているが、 P 8.p，内に落ち

込んだものと理解できる。瓦は総数17点出土しているが、散在的で特にまとまる様相はみられない。

3点を除き特異な小形製品である。図示した以外に灰釉陶器の椀の胴部小片があるがやはり混入品

である。
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2・3はやや小形の台付甕第10図 1・4は外面刷毛目調整された小形壺で、

7は3孔か穿たれる。

胴部下端がヘラ削り。

6は透穴 4孔、か。口縁部は軽いナデ調整が加わる。

杯部内面に赤彩されるが外面は不明である。

6・7は高坪脚部。 7は

8・9の台付甕口縁部外面には刷毛目後ナデ
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l 褐色士

焼土プロソク ・炭化物 ，ローム粒

多罷混入。

II 暗黄褐色土

焼土粒少巖混入。

1 暗褐色土

2 褐色土

3 暗黄褐色土

ローム粒少最混入。

ローム粒・焼土粒多最混入。

ロームプロック・焼土粒・炭化物多薗混入。

4 暗褐色土

5 褐色土

6 暗褐色土

ローム粒少磁混入。

ローム粒多絨・焼土粒・炭化物少屈品入。

ローム粒焼土粒少菌混入。

゜第 9図 B区第 1号住居跡
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第10図 B区第 1号住居跡出土遺物(1)

B区第 1号住居跡出土遺物観察表（第10~12図）

番号 器種 ロ径 器嵩 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 小形壺 7.4 11.3 6.4 ABCE A にぶい黄梱 80% No.62 覆土

2 台付甕 (11.8) 12.9 AB A 1こぶい贅梱 35% No.61,47 覆土(+l~13cm)

3 台付甕 12.2 14.5 ABE A 1こぶい黄燈 80% No.29,30 覆土(0~+10cm)

4 小形壺 14.2 6.6 ABCE A 1こぶい黄歴 60% No.81 床面

5 小形壺 5.8 6.6 A A 1こぶい質燈 55% No.57 覆土(+6cm)

6 高杯 4.8 ABC A にぶい橙 80% No.83 床面

7 高杯 6.3 AC A にぶい橙 60% No.61 床面 赤彩

8 台付甕 17.5 26.5 10.2 ABCE A にぶい橙 70% No.82, 100,105,109他裂土(0~+10cm)， 台付甕 16.2 27.0 10.4 ACE A にぶい橙 60% No.29, 89, 93, 96, 95他覆土(+l~10cm)

10 台付甕 7.0 9.6 ABC A 1こぶい橙 95% No.62 床面

11 坪 14.5 5.4 6.8 AC A 灰褐 75% No.28 覆土(+20cm)
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